
Department of Architecture  School of Science & Engineering  KDepartment of Architecture  School of Science & Engineering  KINKIINKI UniversityUniversity

岩前岩前 篤篤
近畿大学理工学部建築学科近畿大学理工学部建築学科近畿大学理工学部建築学科近畿大学理工学部建築学科
教授・博士教授・博士((工学工学))
20112011年２月年２月1515日日日本橋：社会日本橋：社会教育会館・ホール教育会館・ホール
建産協マンション省建産協マンション省エネ改修提案セミナーエネ改修提案セミナー建産協マンション省建産協マンション省エネ改修提案セミナエネ改修提案セミナ

世帯家族人数の変遷世帯家族人数の変遷

世帯の少人数化は確実に進行しています。世帯の少人数化は確実に進行しています。
（（20062006年平均年平均2.552.55人人//世帯）世帯）
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新築からリフォームへ新築からリフォームへ

リフォームビジネス普及の課題リフォームビジネス普及の課題

施 主 の 安 心 感施 主 の 安 心 感

リフォーム技術における差別化リフォーム技術における差別化

施 主 の 安 心 感施 主 の 安 心 感

リ 技術 おける差別化リ 技術 おける差別化

デザイン・リフォームデザイン・リフォーム

耐震リフォーム耐震リフォーム

エコ・リフォームエコ・リフォーム
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住宅の寿命住宅の寿命

イギリスイギリス 141141

アメリカアメリカ 1031034040？？

フランスフランス 8686

ドイツドイツ 7979

80 0080 00

平均使用年数［平均使用年数［年］年］

日日本本 2626～～3030 80 ~ 100 80 ~ 100 
tonton平均使用年数［平均使用年数［年］年］

日常ゴミ日常ゴミ
約約20 t20 t
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これからの住宅これからの住宅
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人に優しい：人に優しい： PPKPPKモデルとモデルとNNKNNKモデルモデル

軽症

重症

年齢

重症
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温度と健康の因果関係温度と健康の因果関係

月別の死亡割合では季節間変動が顕著である。月別の死亡割合では季節間変動が顕著である。
冬に増加、夏に減少する。冬に増加、夏に減少する。

この傾向は過去少なくともこの傾向は過去少なくとも5050年は変わっていない。年は変わっていない。
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高断熱住宅の健康影響度調査の概要高断熱住宅の健康影響度調査の概要

100100件件
340340人人20082008年９月年９月第一次調査第一次調査

安全な住環境に関する研究会安全な住環境に関する研究会

700700件件第二次調査第二次調査

340340人人安全な住環境に関する研究会安全な住環境に関する研究会

700700件件
2,4002,400人人20082008年年1212月月～～20092009年１月年１月第二次調査第二次調査

安全な住環境に関する研究会安全な住環境に関する研究会

6,0006,000件件
20,00020,000人人20092009年９月年９月～～20102010年１月年１月

第三次調査第三次調査
健康維持増進住宅健康維持増進住宅
開発委員会開発委員会 0,0000,000人人開発委員会開発委員会

前 後
0202～～0808年に年に
転居した人転居した人
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健康影響対象とした症状健康影響対象とした症状

①① せきせき

②② のどの痛みのどの痛み

⑨⑨ アレルギー性鼻炎アレルギー性鼻炎

⑩⑩ アレルギー性結膜炎アレルギー性結膜炎②② のどの痛みのどの痛み

③③ 肌のかゆみ肌のかゆみ

④④ 目 かゆみ目 かゆみ

⑩⑩ アレルギー性結膜炎アレルギー性結膜炎

⑪⑪ 肺炎肺炎

⑫⑫ 脳血管疾患脳血管疾患④④ 目のかゆみ目のかゆみ

⑤⑤ 手足の冷え手足の冷え

⑫⑫ 脳血管疾患脳血管疾患

⑬⑬ 心疾患心疾患

⑥⑥ 気管支喘息気管支喘息

⑦⑦ アトピー性皮膚炎アトピー性皮膚炎

⑭⑭ 糖尿病糖尿病

⑮⑮ 高血圧高血圧

⑧⑧ 関節炎関節炎
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症状の変化について症状の変化について

現在現在

出ていない出ていない出ていない出ていない 出ている出ている出ている出ている

出ていな出ていな
かったかった
出ていな出ていな
かったかった

変わらず変わらず
出ない出ない

出るように出るように
なったなったかったかったかったかった

以前以前
出ない出ない なったなった

変わらず変わらず出ていた出ていた出ていた出ていた 出なくなった出なくなった 変わらず変わらず
出ている出ている

Department of Architecture  School of Science & Engineering  Kinki University



転居前の罹患率：年代別転居前の罹患率：年代別
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高断熱化の健康改善効果高断熱化の健康改善効果
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Housing Healthy & Safety Rating SystemHousing Healthy & Safety Rating System

イギリス：副首相府・イギリス：副首相府・BRE(BRE(英国建築研究所英国建築研究所))開発開発
住宅の健康安全性を評価するシステム住宅の健康安全性を評価するシステム
居住者の健康や安全の観点から、住宅の居住者に対する居住者の健康や安全の観点から、住宅の居住者に対する
危険性の度合いを示す。危険性の度合いを示す。
20062006年年44月、イングランドならびにウェールズで法制化月、イングランドならびにウェールズで法制化
医療医療DBDBと住所・建物と住所・建物DBDBに基づくに基づく
リスクを４つのクラスに分類リスクを４つのクラスに分類
Class  ⅠClass  Ⅰ（死に至る可能性）（死に至る可能性）
Class  ⅣClass  Ⅳ（怪我等の障害を負う可能性）（怪我等の障害を負う可能性）

リスクの高い建物には、改善命令が出る。リスクの高い建物には、改善命令が出る。
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「過度な寒さ」のリスク「過度な寒さ」のリスク

呼吸器障害、
心疾患など

健康な健康な
温度温度

健康健康
リスクがリスクが
表れる表れる

深刻な深刻な
リスクがリスクが
表れる表れる

高齢者に高齢者に
低体温症低体温症
が表れるが表れる

2121℃℃

表れる表れる
温度温度

1919℃℃

表れる表れる
温度温度

1616℃℃

が表れるが表れる
温度温度

1010℃℃ 2121℃℃1919℃℃1616℃℃1010℃℃

高温高温低温低温

室温が18℃より下がらないと
一般には寒さを感じない。
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ニュージーランドでの研究例ニュージーランドでの研究例

20012001～～20022002年、年、1,3501,350件の住宅を対象とする大規模調査件の住宅を対象とする大規模調査
半数を無作為に抽出し、断熱改修を行った。半数を無作為に抽出し、断熱改修を行った。
屋内環境ならびに健康度調査を改修前後に実施屋内環境ならびに健康度調査を改修前後に実施

結果結果結果結果
寒さを感じる程度は、断熱改修後寒さを感じる程度は、断熱改修後95%95%減少した。減少した。
寝室の平均温度は寝室の平均温度は13.613.6℃℃からから14.214.2℃℃に上昇した。に上昇した。寝室の平均温度は寝室の平均温度は13.613.6℃℃からから14.214.2℃℃に上昇した。に上昇した。

断熱していない家では断熱していない家では0.20.2℃℃の上昇の上昇
カビが激減した。カビが激減した。カビが激減した。カビが激減した。
断熱改修前：全世帯の４分の３にカビ発生断熱改修前：全世帯の４分の３にカビ発生
断熱改修後：５分の１に減少断熱改修後：５分の１に減少断熱改修後：５分の１に減少断熱改修後：５分の１に減少
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NZNZ研究例：健康面での影響研究例：健康面での影響

断熱改修をした世帯では、健康に関する自己申告値が大き断熱改修をした世帯では、健康に関する自己申告値が大き
く改善された。く改善された。
55段階評価で 健康状態が悪い方から段階評価で 健康状態が悪い方から22 のの回答が４割回答が４割55段階評価で、健康状態が悪い方から段階評価で、健康状態が悪い方から22つのつの回答が４割回答が４割
減った。減った。
無断熱に比べ 呼吸器不全は無断熱に比べ 呼吸器不全は57%57% 風邪・流感は風邪・流感は54%54%にに無断熱に比べ、呼吸器不全は無断熱に比べ、呼吸器不全は57%57%、、風邪・流感は風邪・流感は54%54%にに
減少減少
子供の気管支ぜんそくも約半分に減少した。子供の気管支ぜんそくも約半分に減少した。子供 気管支 約半分 減少 。子供 気管支 約半分 減少 。

子供の学校の欠席回数は、断熱した世帯では半分になっ子供の学校の欠席回数は、断熱した世帯では半分になっ
た。た。
通院 数 大きな違 られな た通院 数 大きな違 られな た通院回数に大きな違いは見られなかった。通院回数に大きな違いは見られなかった。
呼吸器不全による通院は半数に減った。呼吸器不全による通院は半数に減った。

コスト効果の試算コスト効果の試算コスト効果の試算コスト効果の試算
断熱改修による効果は、断熱費用の約断熱改修による効果は、断熱費用の約22倍になった。倍になった。Chapman R., P. Howden-Chapman, et al. ; A cost-benefit evaluation of housing insulation: results 

from the New Zealand ‘Housing, Insulation and Health’ study, October 2004, Maarama Consulting Ltd. 
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室温の違い室温の違い

夜だけ暖房を使用する習慣は、世界では稀である！夜だけ暖房を使用する習慣は、世界では稀である！夜だけ暖房を使用する習慣は、世界では稀である！夜だけ暖房を使用する習慣は、世界では稀である！
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実態：寝室の温湿度実態：寝室の温湿度
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自然室温の上昇自然室温の上昇

高断熱になる高断熱になるほど、自然室温が高くなる。ほど、自然室温が高くなる。
２５年前と比べると約５２５年前と比べると約５℃℃の上昇となっている。の上昇となっている。２５年前と比べると約５２５年前と比べると約５℃℃の上昇となっている。の上昇となっている。

※自然室温：暖冷房設備を使わないときの室温
ここでは、居室のみを部分間欠暖房している条件で、
非暖房室である1階便所の自然室温を示している。
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開口部の断熱性能開口部の断熱性能

樹脂サッシ樹脂サッシ
複層ガラス複層ガラス

アルミ樹脂複合サッシアルミ樹脂複合サッシ
複層ガラス複層ガラス

断熱

アルミサッシアルミサッシ
単板ガラス単板ガラス

アルミ断熱サッシアルミ断熱サッシ
複層ガラス複層ガラス

壁体

単板ガラス単板ガラス

アルミサッシアルミサッシ

複層ガラス複層ガラス

0 1 2 3 4 ５ 6

複層ガラス複層ガラス
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３つのエコリフォーム（３つのエコリフォーム（ERER））

①①全体全体ERER
住戸の外皮全体を断熱・気密化する。住戸の外皮全体を断熱・気密化する。

②②部分部分ERER
住戸のあるゾーンを断熱・気密化する。住戸のあるゾーンを断熱・気密化する。住戸のあるゾ ンを断熱 気密化する。住戸のあるゾ ンを断熱 気密化する。
例）例）LDKLDKと洗面所、寝室とトイレと洗面所、寝室とトイレ

③③局所高断熱化局所高断熱化③③局所高断熱化局所高断熱化
窓や天井など、ある部位だけ断熱化する。窓や天井など、ある部位だけ断熱化する。
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断熱改修の効果：暖房エネルギーの削減断熱改修の効果：暖房エネルギーの削減

無断熱 100100

ガラスのみ、ペアガラスに交換ガラスのみ、ペアガラスに交換 9393 77

樹脂サッシを内側に追加樹脂サッシを内側に追加 7777 2323樹脂サッシを内側に追加樹脂サッシを内側に追加 7777 2323

天井のみ断熱追加天井のみ断熱追加 8181 1919

外壁のみ断熱追加外壁のみ断熱追加 8080 2020

床 み断熱追加床 み断熱追加床のみ断熱追加床のみ断熱追加 8787 1313

全部全部 2323 7777

新築の高断熱住宅新築の高断熱住宅 3838 6262
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省エネ効果省エネ効果
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寝室における断熱部位毎の効果寝室における断熱部位毎の効果

省エネ省エネ (M(MJ)J) 温度温度上昇上昇 ((℃℃))省省 (( )) 温度温度 昇昇 (( ))

窓窓 130 0.20

外壁外壁 600 1.53

天井天井 600 1.65

間仕切り間仕切り 100 0.50

気密化気密化 200 0.63
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